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１．はじめに　
　―もし１億円あったとしたら・・・―
　もし１億円あったら、どうするのか？！　むろん、
その１億をどうやって手に入れたのかは、この際、
問題にしない。なので、ごく単純に「もし１億円あ
ったとしたならば」ということで、考えていただけ
ればと思う。
　もし１億円あったとしたならば・・・、まずはそ

の内の5000万円を使って家を建てようか（あるいは、
既に組んでしまっている住宅ローンを返そうか）、
そして、ちょっと贅沢して車でも、そして残りのい
くらかは貯金するとしても、今まで欲しくて買えな
かったあれを買おうか・・・などと、夢は広がるば
かりである。けれども、「もし１億円あったとした
ならば」ということで、何はともあれ、まず「何を
買おうか？！」とすぐに思った人というのは（おそ
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らく、大抵の人はそう考えてしまったと思うのであ
るが）、ほぼ確実に、お金を貯めることはできない。
　こんな言い方をしてしまうと、ちょっとがっかり
させてしまったかもしれないが、これが世の中の現
実である。そしてこれが、「世の中の一般の人とい
うのは、たいていは“お金に関するリテラシー”が
無い」と言われる所以でもある。そう、大抵の人は、
たとえ大人になったとしても、「お小遣いを貯めて、
欲しいものを買う」というレベルから、そう遠くな
いところに位置している。つまり、お金に対する接
し方というのは、幼少期の頃と、そう変わってはい
ないのである。それはそうだろう。何と言っても、
国語や英語、数学や社会・理科などは学校でしっか
りと教育されるにしても、お金の教育などは、実際
には殆どなされていないのだ。
　このようなことから、我々の「お金に関する知識」
というのは、幼少期のそれと殆ど変わらないままで
いる。そうであるがゆえに、多くの人は「もっと収
入が増えればいいのに・・・」と思いながら人生を
送り、不足する収入に悩みながら生き、老後が近く
なれば、老後のことだけが悩みの全てとなる。そう、
若い頃には、生活不安以外にもいろいろな悩みが
あった。恋愛のことしかり、人間関係のことしかり、
将来のことしかり、仕事の進め方しかり、ではある
が、老後が近くなればなるほど、これらの悩みは横
に置かれるようになり、老後の悩みが殆どを占める
ようになる。そしてこの「老後の悩み」というのは、
ずばり、お金の悩みとそれに付随した生活不安であ
る。
　なぜこのようになってしまうのか。それは、大人
になったとしても依然として、「お小遣いを貯めて、
欲しいものを買う」、言い換えれば「欲しいものを
買うために、お小遣いを貯める」という次元から脱
け出せていないからである。もう、賢明なる特許
ニュースの読者であればこそ、直感的に分かられた
と思う。そう、この「欲しいものを買うために、お
小遣いを貯める」というのは、要するに、「お金を
使うために、お金を貯める」ということなので、最
終的に「使うため」に貯める以上は、いつまで経っ
ても、ちゃんとしたお金が貯まらないということに
なる。つまり、最終目的が「使う」ことにあるので、
お金が貯められれば直ぐに使われてしまう。こうな

ると、必要以上のお金など、貯められるわけはない
のである。
　では、どうすればよいのかというと、この「使う
ために、お金を貯める」から考え方を180度ぐるり
と変えて、「増やすために、お金を貯める」という
ことにしてみる必要がある。そう、2000万円の外車
を買いたいからお金（2000万円）を貯めるのではな
く、2000万円を５年後に3000万円にしたいからお金

（2000万円）を貯める、というようにするわけである。
むろん、お金の殖やし方は、株であろうと、投資信
託であろうと、不動産であろうと、構わない。その
どんな場合でもよいから、「増やすために、貯める」
という考え方を持つことで、貯蓄額はぐんと増える
方向に向かう。
　それはそうだろう。今まで「使うため」であった
ものが、180度変わって「殖やすため」になる。そう
なれば、余程の失敗でもしない限り、お金はむしろ
増え続けるばかりで、減りようがない１。これは別に、
高等数学の知識が無くたって分かることである。し
かしながら、現実の社会では、この考え方によって
大きな格差が生じてしまっており、巷には貧乏人が
居るその一方で、金持ちが存在することになる。
　ここで、「殖やすために、貯める」としたときには、

「お金の殖やし方は、株であろうと、投資信託であ
ろうと、不動産であろうと、構わない」と言ったの
であるが、その「お金の殖やし方」が「事業」、あり
ていに言ってしまえば「特許事務所」ないしは「ベ
ンチャー企業」であった場合は、どうなのであろうか。
　ある“元手”があったとしたときに、それを「特
許事務所」ないしは「ベンチャー企業」に適用した
際に、それをどのように考えるかで、「全く何も貯
まらない」ことになるのか、それとも「どんどん貯
まっていく」ということになるのか、その結果は180
度変わったものになってしまうのである。

２．もし１億円の元手があったとしたなら
ば？！

　もし１億円あって、特許事務所を立ち上げるとし
たら、どうするのか？！　むろん、冒頭のケース
と同様に、その１億をどうやって手に入れたのかは、
この際、問題にしない。ただ、とにかく１億円があっ
たとする。


